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西 牟 田 祐 二
問 題 の 所 在
「この種 のア レンジメ ン トよ りもアメ リカによる(な い しはアメ リカと.イギ
リス による)ド イ ツへのGold-Loanの提 供で は どうか?そ の ための方法 と
して はBIS(国 際決済銀 行BankforInternationalSettlements)を通 じたや り
方が存在す る。」1939年5月ジェネ ラル ・モ一 夕ー ズ社 副社長 に して海外 事業
部長 ジェイムズ・D・ム一二ーJamesU.Mooneyはこう ドイツ政 府高官に切 り
出 した11。これ は ドイツが外貨危機へ の対 応 と して ド.イツに存在 す る外国企業
へ外貨節約 のための協 力を交渉 していた時の ことであ る。GM社 経営者J・D
・ム一二ーの 目か らすれば外貨 問題 の解 決のため には多 国籍 企業の企業内貿易.
を利 用 した 「間接 的な」や り方 よ りももっと直接 的なあるいは根本的 な解決策
があ るとい う提案 であ づたで あろ う。 しか しなが らここで言及 され ている国際
決済銀行BankforInternationalSettlementsとは何か?と りわ けユ939年5月
とい う時点で いか なる存 在 なのか 。UM社 経営 者 ジェイム.ズ.n・ムーニー に
とってそれがなぜ根本 的.な解決 と考 えられたのか?
バ ーゼルに立地す る国際決済銀行BankforInternationalSettlements(以下
BIS)は,従来 わが 国においては,あ るいは世界的に見て も,十 分 な検討 の対
象 と.なって きた とは言 い難 い。特 に第二次世界大戦期 についてはそれ はむ しろ




いわ ば 「謎 に包 まれた存在 として」語 られ ることが多か った と言 えるので はな
いだろ うか%と ころが最近年 こうした状 況 ぽ根本 的に変化 した。状況を変え
た もののひ とつぽ,[ナ チ金塊 問題 に関ず るア メリカ政府報告書3〕」(1997年5
月7日)が 第「次 世界大戦期 のスイスの金融 的位置 との関連でか な りのページ
数 を害llいてBISについて も言.及した こ とで ある∴㌧,その第一.=は,上記に関連 し
て国際 決済銀行 それ 自体 も疑 問に答 えるため として これ まで公 開 され ていな
か ったBIS文書館BτS-Archives,Iiwelの.公開を決定(1997年7月30日),予
備的 な三本 の報 告書i.を公表 した ことである。 これ と前後 してい くつか の研究
も発表されは じめた。その 中で今Rま で の ところ傑出 した存在は,チ ュー リ ッ
ヒの歴 史家 ギ'アン ・トレップGianTreppによるDieBankfurlnternationalen
ZahluIl客sausgleichinエZwεitellW巳1tkrieg,Zurich1996である。国 際決 済銀行
をめ ぐる諸問題の なかで 毛検討すべ き最大の問題は,そ れが第二次世界大戦 を
どのよ うに生 き抜 いたか に尽 きる と言 って よいが,そ の場合 のポイ ン トは「つ
ある。 ひとつ は,.ヒ記 「アメリカ政府報 告書」 も指摘 しているご とく,第 二次
世界大戦期 の うち1940年か ら1945年まで のBIS総裁が アメ リカ人 トーマ.ス・H
・マ ッキ ト1)7クThomasH.McKittrickであ った ことであ る 〔表 ユ,2参 照)。
い まひとつ は,第 二次大戦後 の国際通貨体制の問題 を討議 したか のブ レ トン ・
2〕 ま た,た と え ばS.ス ト レ ン ジ は,H1が1930.年 に 設 立 さ れ な が ら も そ の 後 「長 い,無 活 動
の 冬 眠 を 余 儀 な く さ れ て い た.と 述 ・..ミて い る.1:S.S〔range,&甜窃・唇 ・げ磁 石'.lrishRd一,1971,
邦 訳 『国 際 通 貨 没 落 過 程 の 政 治 学 ポ ン ドと イ ギ リ ス の 政 策[本lll・ 矢 野 ・高 ・伊 豆 ・横 山 訳,
三 嶺 書 房,1989年,355ペ ー ジ 、β こ れ が一一般 的 な 認 識 を 代 表 す る も の と 』}.ヅご も よ い だ ろ う。 本
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な く,政 府の手 に置 く事 を求めた。 この意 味で レー トンはBISを ジュネーブ
の国際連盟の もとに置 く事を提案 したのだ った。それ に対 して ノーマ ン総裁 は
この支配的 な イギ リスの政 治的に独立 したBISに ついて の批 判者 を,バ ーゲ
ン ・バ ーゲ ン会議の イギ リス側代表者 団の 一員 に据 えることによって中立 化す
る事 に成功 した1㌔
フラ ンスでは,国 際連 盟に コン トロールされ ない,そ の意味で政治的に独立
したBISと い うコ ンセ プ トは何 ら異議 を唱 えられなか った。 それ にたい して
左翼か ら右翼にいた るまでのたいていの政治家 は ドイツの賠 償債務 の引 き下げ
にそ もそ も拒否 したのであった。何 の不思議 もない。賠償支払いの52パーセ ン
トを もつ最大 の利 益者 として フ ラン.スは賠償 額 の引 き ドげに金融 的 によって
もっ とも..多くの損失を こうむるか らで ある。 しか しフランス銀行総 裁の一貫 し
た支持のおかげでヤ ング案は終局 的にフラ ンス政府の承認を得た。
ドイツにおいては 「賠 償の恥辱」 という受 け止め方が前面に立 った。反対派
はヤ ング案のFイ ッ国会での承認 を阻止す る事 はで きなか ったが,厳 しい議論
はあ る結果を生んだ。1929年10月にライヒスバ ンク総裁のヤ.ルマール ・シ ャハ.
トが ヤ ン.グ案 への抗議 を理由 として辞任 したので ある。 この同 じシャハ トが
数 ヶ月前パ リで このヤ ング案 を大 きな成功 と賞賛 していたに もか かわ らずで あ
る。 シャハ トは ワイマール共和 国 とい う沈み行 く船 を見捨 て,続 く3年 間に ド
イツの金融界での ヒ トラー支持者 の最 も重要 な開拓 者にな ってい くので ある。
そのおかげで彼 の 「フユーラー」 はシ ャハ トを1933年の権力奪取後 あ らためて
ライ ヒスバ ンク総裁 に就 けるので あるQ
アメ リカ合衆 国 において もヤ ング案 とBISの主役 たちは大 きな政治 的困難
に突 き当た った。 ここで は ドイツの賠償債務の減額ではな く,ア メ リカの中央
銀行 たる連 邦準備制 度の計画 されてい るBISへ の参加が問題 となった。 オー
ウェン・D・ヤ ングとJ,P.モルガ ン,Jr.はフーヴ ァー大統領 に,ニ コ.一ヨーク
連邦準備銀行 の総 裁 ゲイッ・W・マ クゲー ラーGatesW.McGarrahを計 画 され
12)Severs,Rider〔[S.,1飯ば,p.354.
10(164)第161巻 第2号
てい るBISへ の アメリカ代表 者 と して派遣 する事 を提案 してい た。 マ クゲー
ラー はチ ェース ・ナ シ ョナル ・バ ンク ・オ ブ ・ニュー ヨー クの前総裁 でJ.P.
モル ガンとも緊密な信頼 関係 があ ったu)。この指 名につ いて影響 力あ る下院議
員 で銀行批 判者 のルイス・T・マ ク ファデ ンLouisT.McFadd㎝はまった く聞
く耳 を持た なか った。 マ クファデ ンは言 う。 「これで はワシ ン トンの連邦準備
制度理事.会は一層大 きくニュー ヨー ク連邦準備銀行 によって支配 され る事 にな
る。 この支配 はわれわれの準備制度のニ ュー ヨーク支店 に州 を超 えた連邦準備
制度の全信用領域で活動す る事 を許す ことにな り,ア メリカのお金 をそれ を監
督す るワシン トンの連邦準備制度理事会の許可無 しに ヨーロ ッパの銀行 に送 り
出す ことを可能 に して しま う。」耳〕マ クファデ ンの批判 ちなみ に彼の名 を冠
した法律が現在 にいたる もアメ リカの銀行 に州を超えた支店網 の形成 を禁止 し
てい るのであ る.一一がつ いに フー ヴァー大統領 を して連邦準 備制度自体がBIS
の監査 役会 に参加す る事 を実現 させ なか ったのである1%
BISの設立
将 来のBISに 参加す る諸 国 にお ける これ らのあ らゆ る国 内政治上 の諸困難
に もかかわ らず,1929年10月3日バ ーゲ ン ・バーゲ ンにそれぞれ2人 ずつ の.ド
イツ人,イ ギ リス人,.フランス人,ベ ルギー人,イ タリア人,日 本人及びアメ
リカ.入の専 門家た ちか らな るグループが参集 した。最初の問題は計画されてい
るBISの 将来の立地 を どうす るか とい う事で あった。 は じめの うち はロ ン ド
ン,パ リ,ブ リュ ッセ ル,ア ム.スチル ダム,チ ュー リッヒ,及 びバーゼルが検
討対象 となった。 フランス人は ロン ドンに反対 し,.イギ リス人はパ リに反対 し,
ドイ ツ人 はブ リュ ッセ ルに,ベ ルギー人はアムステルダムに反対 した。そ こで
最終 的にバーゼル とチ ュー リッヒが残 った。 チ ュー リッヒには ドイツ人だけが
13)TheMan`ゐ8∬8rG媚rゴ ゴρ態31.ユ.1930.
14)7肋C卯 泥7π∬ ご細 面 π4Fゴ熈 ηdσ'α 甜 窺 ぐ1,NewYork,14.1.1930.
15)Dβ πε∫6ん8&ζ隅 σ 后τ窃'"π9imessを】do㎡,17.8.1929、
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賛成 したので,結 局BISの立 地はバーゼ ルとなった。立地問題が解決 した後,
専 門家た ちはBISの原則Grundgesetzと定款Statutenおよびス イス との 問の
国家契約 のための草案の作成に取 り掛か った。加 えて3億 ドルのヤ ング公債 の
金融技術的 な詳細 と発 行.条件 の検 討が必要で あった。 この有価証.券発行 による
.資金 の大部分 は賠償債 権 国が受 け取 るべ きものであ り,小 部 分 はBISの経営
コス トのため の資金供給 の目的でBISの ドイツ ・ライヒスバ ンクへの利子付
き貸 し付 け金 として残 された。
新銀行の規約文書 は原則 と定款 とに分かれた。原 則は,活 動領域,監 査役会
の会議,総 会の取 り決 め手続 きを規制 し,こ れは参加諸 国の政府及 び議会の合
意を もってのみ変 更 し得 る とされた。原則 の内で もっとも重要 な点 は第10条で
あ って,こ れはすべ τの参加国 に,こ の銀行 がそ の資産 とすべて のそれ に委託
された諸価値 を戦時 におい て も制限 を加 えずに保持す る事,ま た とりわ け金 と
外 貨の輸出.人を制限 も禁止 もしない ようにさせ る義務 を負わせ た事で ある兆
BISの定款 は内的 な構造 と銀行業務 の組織 を規定 し,そ の修正 は.専 一に諸中
央銀行 によって選 ばれ た監査役 会の権限 に所属す る もの と した。「政 治家 は こ
の新 たな銀行 に対 して何 も発 言す る事 がで きない」 と当時,モ ルガ ン支配下の
ファース ト・ナシ ョナル ・バ ンク ・オブ ・シカゴ総裁 としてバーゲ ン ・.バー ゲ
ンの会議 でア メ リカ合 衆国 の利害 を代表 していた マー ヴィ ン・A・トレイ ラー
MervinA.Traylorは語 っていた。 「そ の監査 役会 は諸 中央銀 行家 に よって選
ばれ,か れ らは国際的な銀行家 によ って指導 され,よ って監査役 会は どんな形
で も直接 には何 らか の政府 と結 びついて はいない。」17;
BISの創立株式 資本金 は4分 の11ずつ支払われた5億 スイス フランによっ
て定め られ,7つ の設立諸銀行お よび15の更な るヨー ロー ッパ諸 中央銀行 に配





行 はそれぞれ4000株を受 け取 った。監査役会会議議席 もまた.一定 の国民 的比率
に従 って配分され,す なわち ドイツ人 とフランス入3人 ずつ,.イギ リス人,イ
タリア人,ベ ルギー人が2人 ずつ,そ れ に日本人 とオランダ人 とスウェーデ ン
人 とス イス人の議席 がひ とつずつであ った。 アメリカ合衆国 と日本の出資部分
は,そ れぞれのll1央銀.行によってで はな く,ア メリカについては ファース ト・
ナ シ ョナル ・バ ンク ・オブ ・ニューヨークに率い られた銀行 シンジケー ト団に
よって引 き受 け られ,日 本 につ いて は 日本興業銀行 に率 い られた銀行 シ ンジ
.ケー ト団に よって引 き受 け られ た。 い くつかの 中央銀 行 はそのBIS持 ち株 を
第三者 に売却 したが,そ の場合で も資産権だ けであ って,投 票権 は当該 中央銀
行 に残 された。 ア メリカの フーヴ ァー大統 領がBISへ の参加 を禁止 した連邦
準備制度の代 表権 については,バ ーデ ≧ ・バー ゲンの専 門家 たちは驚 くべ き解
決策 を見.出した。 す なわ ちニ ュー ヨー ク連邦準 備銀行総 裁の ゲイ ッ・W・マク
ゲー ラーGatesW.McGarrahがそ の職 を辞 して その 足て経 営統 括権 を持 つ
BIS総裁 とな って監査 役会 に議 席 を得 たのであ る。 また彼 を補佐 す るBIS副
総裁には アメリカ人銀行家 レオ ン ・フ レーザーLeonFrascrが就任 した。
世界のためのスイスの清算機構
バーゲ ン ・バーゲ ンの専 門家委員 会の提案 に対 す る政治 的な承認の ため に
1930年1月のは じめにハーグにもう一度ヤ ング案にかんする諸政府会議が招集
され,そ れにはスイス も初 めて代表 を送 った、p数日後にはす でに政治家た ちは
3つの文書 にま とめられ たバ ーゲ ン ・バーゲ ンの組織委員会 の提案 に署名 して
いた。す なわ ちBISの 原則,BISの 定款お よびスイ.スがBISの 原則 に法的効
力を保 証 し,そ し℃ただすべ ての他の署名国の同意 によ ってのみ これ を改訂 し
得 るとい う義務 を負 う取 り決 めの3つ であ る。ため らうことな くスイスの代表
は1930年1月20口にこのス.イスの法律 の規定の外部 におかれ る新 たな銀行 の規
定文書 に署 名 した。 この文書 の作成の際 にもまた立地が バーゼルに決 まった際
に もいずれの際 も彼 らは何 らかの相談 を受 けたわけではなか ったが。
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1930年2月7日に スイ ス政府,連 邦評議 会は,五 四ペー ジにわ たる この業務
への教書を議 会に分 配 した。 そ して.スイス社 会では異例 の速 さで19305-2月24
日の連邦総会の特別 セ ッションで スイスと6つ の設立 国,す なわ ち ドイツ,イ
ギリス,フ ランス,ベ ルギー,.イタリア,及 び 目木 との間の国家契約 に関 して
議論 した。BISはその法人格 をひとつの特別 の連邦法 によ って獲得 し,通 常の
スイス法 による株 式会社に対 して4つ の主 要な相 違点が あった。ユ.株 主総会
は監査役 会(Verwaltungsrat)の.下位 に置か れる。2.総 会 における投 票権 は
株式所有 とか ならず しも直結 していない。3,外 部 の支配場所が ない。4.BIS
は スイスの司法権か ら免れてい る,で あ る。二人の共 産主義者 の国民議員以外
の全議員 がBISに 賛成 し,連 邦大統領 のムージーMusyは 満足 して言 った。
「今やわれわれ はス イスが この賠償 銀行 を通 じて結局 の ところ国際的 な資本移
動の回転台に,世 界 の資本,外 国為替お よび金流通 のための清算機構 になるこ
とを望む事 がで きるだろ う。」凶
ハー グ協 定の議論の後 で銀行の具体 的 な構築が急速 なテンポで始 まった1"}。
.フランス銀行,ベ ルギー国立銀行,お よび イングラン ド銀行の代表者か らな る
3人の組織委員会 はバ ーゼルで会合を開 き,他 方 ニ ュー ヨークで は予定 された
BIS総裁 のゲイッ・W・マ クゲー ラーが 同副総裁の レオ ン ・フ レーザー を伴 って
ヨー ロ ッパに向けて出発 した。その際あ らか じめフーヴ ァー大統領 との相談は
行 なわれていた。BIS経営 陣はそれ ぞれ ドイツ ・ライヒスバ ンク とフランス銀
行 に所属す る総支 配人(Generaldirektor>ひとりず っ と諸 中央銀行か らのあ る
国籍比 率に したが って配分 され た重要幹 部職 によって構 成 されてい た。ほぼ
100人を数 え る人員の大部分 はバーゼルで リクルー トされ た。 セ ン トラルバー
ン通 りの連邦鉄道駅 のす ぐとな りにあ るもとのサ ヴ ォ.イ・ユニ ヴ ァース ・グラ
ン ド ・ホテルに銀行建物が見つか り,1930年4月23日の盛大な開行パーテ ィー
18)血r血r」M【f距7'ゴfゐε8鵜22/23.2.1930.
19)BISの 設 立 に 関 し て は 次 を 見 よ。Einzig,Paul,T'`ど魚 派 プ加h`㎝ 繭o照'5餌 ㈱fη 欝、Lon.
don1930.
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のざわめ きが次第 に収 まったユ930年5月17日,国際決済銀行はつい に業務 を始
めた。
賠償銀行の終焉
1930年9月20日の ドイツ国 会議員選 挙 におい てナチ党は得票率 を2,6%から
18..3%に増や した。続 く数 ヶ月の間 ワイマー ル共和 国の政治的な安定性 にお け
る信頼が どんどん弱体化 した ことと急速 な経済 の悪化が ドイツの諸銀行の外 国
か らの短期信 用 の大 量解約通知 を もた らした。1931年6月 ドイツ首 相ハ イ ン
リッヒ ・ブ リューニ ングはついに賠償支払い の停止 を要求 した。 金融 的に もっ
とも損失 をこうむ るフラン.スが い くらか の不平 不満を表 明 した後,つ いにア メ
リカ合衆国大統領ハーバー ト・フーヴ ァーが1931年の7月1日 に賠償支払いの
一年間の猶予を宣言 しだ%
フー ヴァー ・モ ラ トリアムのおかげで債務過剰 の ドイツが最悪の事態を切 り
抜 ける事がで きるか もしれ ない との希望 はす ぐに幻想であ る事が分か った。外
国銀行 の信用解約通知 は引 き続 き続行 され,ド イツの預金者 もまた銀行か らそ
の預金 を引 き出 した。つ いに1931年7月13日ドイツ大手銀行の ダナー ト銀行が
貨幣不足 のため全 国的に窓口を閉めざるをえな くな ると,こ れは全 ドイツにお
いて銀行窓「1への殺到 を呼 び起 こした。数 日後 ドイ ツ首相 ブ リューニ ングは ド
イツの全銀 行及び貯蓄金庫の 閉鎖 を命令 した。 これは3週 間後 にや っと再 開さ
れたのである2㌔
商業債務据え置き協定
フーヴ ァー ・モ ラ トリアム と ド.イツ銀行恐慌 は ドイツの賠 償金支払 いの終焉
を もた ら し,そ れに よってバーゼルの賠償銀行 の業務を麻 痺させた。 これ に対
処す るため の金融外 交が きわ めて活発化 した。 この際BISは,支 払期 限 に達
20)伽 雄 加1勉 漉8ηg側碗 勧 畝Band3,Fla【ikfvrtamMain1993,S.105.
21)D腋 窩f加 温1π々朋g邸rゐ此ゐ紙Ba皿d3,S.121.
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す る ドイツの商業的 な外 国債務 の残高 を調査 す る委員会 をつ くるとい う課題 を
受 け取 った切。 この委員 会は1931年の8月 は じめ にバーゼ ルで開か れ,ワ イ
マール共和 国の金融破綻 を確認 し,ド イツの短期外 国債務 に対す るひ とつの据
え置 き協定の締結 を勧 告 した。 このほぼ60億マ ルクに達す る ドイ ツの外国債務
の支払期限 を延期 す る外 国の債権者銀行 と ドイツの債務者銀行 との問の協定 は
最終的 にユ93ユ年9月17日 にバ ーゼルで署名 され たz㌔ 少 し先回 りして言 えば,
引 き続いて1944年までのあいだ毎年 この据 え置 き協定 の延長の ための交渉がお
こなわれ,こ れが1933年以降 第三帝国か らの銀行家 たち と他諸国か らの彼 らの
同僚たち との間の重要 な交差点 になるのである。
一年間の フー ヴァー ・モラ トリアムが1932年6月期限が来た後,世 界的な広
が りで経 済大不況が支配 していた。 ドイツの賠償支払いの再開 は もはや議題 に
な らなか った。1932年7月9日 にローザ ンヌで の会議で賠償金の全支払いが公
式 に埋 葬された。 これ によって賠償 銀行 もまた余計 な もの とな り,BIS総裁 の
ゲ イッ・W・マクゲーラー は1932年末 を以 って彼の.任期溝 ∫以前 に退任する事 に
な った。彼 の後任 は副総裁であ った レオン ・フ レーザー に決ま った。
BISは1933年4月に新 たな,重 大 な問題 にぶち当た った。新 し く選ばれたア
メリカ合衆 国大統領 フランクリン・D・ルーズベ ル トが ドルの金兌換 義務 を停止
したのであ る。BISは定款 によ り金本位通貨 においてのみ業務 を行 な うとなっ
ていたので,こ れは銀行部 門の業務領 域 を実質 的 にな お一層 限定 す る.もので
あった。 とい うのは1931年の夏 にすで にポ ンド ・スター リングが金本位制か ら
離 れていたか らで ある。いまやBISは その規定 に従 えば世界の二つ の主要通
貨 において は何 ら業務 を行 な う事 もで きな くな って しまったわ けだか ら,そ れ
自体 の終 焉 もただ時間の問題 に過 ぎない ように見 えた。1933年の夏 には監査役
会 は銀行職員 の労働契約 の延長 を終局的にあ きらめる ことに した。 当面はBIS




の銀行部 門が そ もそ も存続で きるか ど うかが検討 され るべ き状況 にな つだ%
と ころが事態 はそ うは展 開 しなか った。数 ヶ月後 にはBISは イギ リスの ドイ
ツ第三帝国に対す る有利政 策の しる しのもとで救われたのであ る。
H宥 和政策家 たちの 「紳士 クラブ」1933年一1939年
い わゆ る対独宥 和政策AppeasementY・licyの基 本的考 え方 は次 のよ うな考
慮 の内 にあ る。す なわ ち ヴェルサ イユ 条約 に よる ドイ ツの抑 えつ けを通 じて
ヨーロ ッパ の権力均衡が持続的に破壊 されて しまった。 そ して ただ第一次大戦
.前の権力均衡 に戻 らせ る ドイツの経 済的復興 だけが,ナ チズムの独裁 を して報
復戦争 を控 えさせ る事がで きる,と い う考え方である。
この対独宥和 の政治戦略の生成 と展開には ヨー ロッパの中央銀行 間協力 と少
なか らずBISに その重 要な役 割が帰せ られ る。1920年代 の経 過 の中で,私 有
財 産の保全 と安定 した貨幣価値 を国民的な政策の上に置 くといった,中 央銀行
家たちの誓い合 ったギル ドが形成 された後で,バ ーゼルでの月例 の会議 とい う
「クラブ ・システム」が1930年代 においていわゆ る 「フ ァシズム諸 国」及 びい
わゆ る 「民主主義諸 国」双方か らの 中央銀行総裁たちの他に邪魔 されない秘密
の対話 のための理 想的な場所 を提供 していた。
ドイツの側か らは.ヒトラーによって1933年3月にライヒスバ ンク総裁 に指名
され たヤルマー ル ・シャハ トが この点で 中心的 な役割を果た していた。 シャハ
トはすで に1924年か ら1930年まで の間にライ ヒスバ ンクを率いていたが,1933
年 に初 めて,彼 も加わ って設 立 され たBISの監査 役 会に席 を得 た。 ヨーロ ッ
パの諸 中央銀行総裁 とりわ けイングラン ド銀行総裁モ ンタギ三一 ・ノーマ ンは
ヤルマール ・シ ャハ トをナチ独裁 の代表者 とい うよ りもむ しろ銀行家同僚であ
り同 じギル ドの兄弟 と見 な していた。彼 はまた ドイツに対す る民間の外国債権
者たち にとっての最後 の希望 と して も通 用 していた。多 くの人 々は,シ ャハ ト
は ヒ トラーが ワイマール共和国時代 か らの膨大 な ドイツの外国債務 を一方的に
24)V≧,∬ε∫ぬ8Zε1`π㎎;B訂H恥9、8・1933・
第二次世界大戦期の国際決済銀行(1)(171)17
破棄す る事 を防 ぐ事がで きる唯一の入間だ と信 じていた。.首尾一貫 してノーマ
ン ・イングラン ド銀行総裁 は ドイツとの経 済的な協力 の拡大 とい う政策 を支持
していだ%
BIS監査 役 会 の 「ア ー リア化 」
シャハ トのBISに おけ る最 初の行為 は ド:イツか らの第二のISIS監査 役会構
成員 のカール ・メル ヒt-CarlMelchiorの解任で あ った。ユ ダヤ人銀行家で
あるメル ヒャーは、 ハ ンブルクのM.Mヴ ァルブルク(英 語名 ウ ォーバー グ)
銀行 商会M.M.Warbu■g&Co.のパ ー トナーであ り,.ドイ ツの主導 的 な国際
金融専 門家 と して通 ってお り,1930年以 来BISの.監査役 会 に席 を得 てい た。
彼 の解任 はヨー ロ ッパの.新聞紙上で言及 され なか ったわ けではない。プ ラハの
新 聞は次 の ように書い てい る。r見た ところ ドイツにお ける主要 ポス トか らの
ユ ダヤ人の排 除は官僚職 に とどまる ものではない ようであ る。抄 実際の ところ
ハ ンブルクのM.Mヴ ァルブル ク銀行商会や ベ ル リンの メンデルスゾー ン銀
行商 会のよ うな,そ の はじま りは彼 らと密接 なつ なが りのあ るロスチ ャイル ド
と同様 に18世紀の後半 にまでさか のぼる ことがで きる ドイツのユ ダヤ系の諸銀
行 商会の解 散はナ チ党 と彼 らの共犯者て ある シ.ヤハ トたち の行動 計画 の中に
入 っていたのであ る。
BIS監査役会 にお けるメルヒャーの後継者 にライ ヒス バ ンク総裁 シャハ トが
指名 したのは著名 な,や は りハ ンブルクの銀行家族 の代表で ある,タ ル ト・フ
ライヘ ル ・フォン.・シュレー ダーKurtFreiherrvonSchroderであ った。 この
家族 の一分家 は19世紀 の中葉 にロ ン ドン及び ニュー ヨー クに渡 り,そ こでJ.
ヘ ン リ「 ・シ ュレー ダー ・バ ンキ ング ・コー ポ レ「 ションJ.HenrySchroder
BankingCorporationの名前 で企 業 を作 った。 シュ レー ダー個 人銀行 の アンダ
25>Forbes,Neil,ず`LDnd尾mBanks,theGeロnanStand5τi】IA,een,.LSandEconomicAppeasement
inthe1930.',E`o'卍9醒ゴビlluswyReview,Znd.s¢r、XL,4(1987〕,vv.571-587.
26)撫 離 「1㌔ 蜜∫e,15.4.1933,血G.Trepp,S.24.
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ロ ・サ クソン分家 は1940年まで ブルー ノ ・フォン ・シュ レーダー男爵 によって
率 い られ るが,か れは1914年に イギ リスに帰 化 した,タ ル ト・フ ォン ・シュ
レー ダーの従兄弟であ った。 タル ト ・フ ォン ・シュ レー ダー 自身 はまた婚姻 に
よってケ ルンの 」.H.シュタイ ン銀行の頭取 となったが,同 行 は銀行恐慌 を乗
り切 って生 き延びた数少 ない非ユダヤ系の個人銀行の一つにほかな らなか った。
政治的 には タル ト ・フォン ・シュ レーダー は192⑪年代 の初 めには急進 的な分離
主義者であ り,独 立 した 「ライン共和 国」のための闘士 となっていた。後 には
この 「野心的な,向 こう見ずの機会主義者」は ナチ党 と結びつ くのであ る27)。
タル ト ・フ ォン ・シュレーダーはヤルマー.ル・シャハ トと同 じく,ヒ トラーの
経 済問題顧 問で あるヴィルヘ ルム ・ケプ ラーの もとに集 まった工業家及 び銀行
家 のグループいわゆ るケ プラー ・サークルの.主導的 なメンバーであ った。 この
影響力 ある人々が ヒ トラー とナチ党}ヒユ930年代のは じめ以 来選挙で の勝利 に必
要 な ドイ ツの金 融界 お よ び経 済界 におけ る支持 を得 させ た ので あ る。 ケ プ
ラー ・サー クル こそ ワ イマー ル共和 国 の固有 の墓掘 り.人と見 な され得 る呂㌔
1933年の1月4日 にタル ト・フ ォン ・シュレー ダーは彼の別荘で ヒ トラー と保
守派 の前 首相で ドイツ大統領 ヒンデ ンブ ルクの信任 ある フランツ ・フ ォン ・
パーペ ンとの悪 名高い 出会い の場 を設定 し,こ れがナ チ党 と保守 派か らなる
1933年1月30日の第.・次 ヒ トラー内閣の前提条件 を作 り出 した。ユ933年2月1
日にタル ト ・フォ ン ・シュレー ダー はナチ党 入 りし,そ の数週 間後 にはBIS
の監査 役会の議席 を もってその努力 は報い られたのである。
「利子奴隷制の打破1の 打破
ヨー ロッパ の諸 中央銀行家たちの第三帝国から.の同僚 に対 す る信 頼は,1933
年 の秋 には,シ 舟ハ トがナチ党の 「社 会主義 的左派」の ラジカルな反銀行 的プ
ロ グラムを解消 した際 のすばや さ と野間 たる態度 によって実証 され ることに
27)Nebξ.He血1har4G川 棚ゴπ砒 ∫`r細逕「mα`朋4N5DA君Goe【 【h1琶en,1981,S.192.
28)V{レgelsang,Reinhard,Dε声・昂 館 ηぬ.走肥isHtmmlar,Goettinger』1972,S.28.
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な った。 「利 子 奴 隷 制 の打 破」 とい う,ナ チ党 綱 領 作 成 者 ゴ ッ トリー ト ・
フェー ダーGottfriedFederによるス ロー ガ ンは,当 時 国際銀行家 たちか ら安
眠 を奪 っていたのである。 ミュンヘ ンの古参 ナチ党員で ヒ トラーの最初か らの
同志で あるフェー ダーは,ヒ トラーによって1933年2月にす ぐに ライ ビ経済省
次官 に昇進 させ られていたが,ド イツにおいて銀行.及び大工業における私 的所
有 を廃 止す るつ も りだった。 「国民 の利子奴隷制 を打破 す る」た めに,法 律 に
よ って全国内的及び外 国か らの債務 に対す る利.F支払いを削除 し,利 子 をつ け
た貨 幣貸 し付 けば禁止 され るべ きであ った漁。 もしフ ェー ダー ・プログラムが
ヒ トラーによって実際に現 実化 され た ら外国諸銀行は ドイツにたいする債権 を
償却 しなければ ならな くなった ことで あろ う。そ うな らなか った事には少なか
らず シ ャハ トの役割があ ったので ある。1933年秋 にかれは新たなナチズム的銀
行法 を作成す る基礎 を生み出す ための調査委員会 を任命 した。そ こで彼 は この
プ ログ ラムを解消 し,フ ェー ダーが経済省次官の ポス トを失 うように画策 した。
ナチ経済 と ドイツの銀行制度の基礎 として少 しだ け制限 された私的所有がその
まま残 され た。個 々のナチ立法,た とえば外 国為替の所有 をラ.イヒスバ ンクだ
け に許可 し,民 間人 と民 間銀行 には禁止 する.(ライ ヒスバ ンクの外国為替 管
理)た めの 「ドイツ国民経済への反逆 に対す る法律」 な どによるあ る種の諸制
限は,ラ イヒスバ ンクの地位 を高め る作用 を した鋤。
アメリカ合衆国の一時撤退
ヒ トラーの ライヒスバ ンクがBISに 問 題な く自 らを統 合 して行 った1933fi一
か ら34年にかけてのち ょうどその ころ,ア メリカの方 は事実上 バーゼルか ら撤
退す る状況 にな っていた。 あの時 バー ゲン ・バーゲ ンで知恵 を絞 って考 え出 さ
れ た,連 邦準備 制度 がJ,P.モルガ ンに支配 された銀行 グループ とアメ リカ人
のBIS総 裁 とを介 して間接 的に代表 され る込 み 入った仕 組み は分解せ ざ るを
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えな くな った。モルガ ン家 は1930年代の初め に株 式崩 落 と経済不況 によって金
融的にかな りの打撃 を受 ける とともに1933年の1月 に始 まった フランクリン・
D・ルーズベ ル ト大統領 の新 政府 によって一時 的.ではあれ相 当影響力 を後退 さ
せた。 ルーズベ ル トの 「ニ ュー ・デ ィール」の スロー ガンとともに始 めた改革
政府がつい に1934年投資銀行業務 と商業銀行業務 を厳格 に分離す る新 たな銀行
法(「グラスステ ィー ガル法」)を導入 した時,従 来 ユニヴ ァーサ ル ・バ ンクの
原理 に基づい ていたモ ルガ ンの これ までの金融 システ ムは直接 有効 ではな く.
なつだ1,。同時に新 たな合 衆国中央銀行法 がモ ルガン家 か ら連邦準備制渡 にた
いす る最後 の影響力 を奪い取 った。すなわ ちモル ガンや その他の ウ ォール街の
諸銀行 が伝統 的に強 く影響 を与 えていたニ ュー ヨーク連邦準備銀行が合衆国の
国際的な通貨政策 に関 しての支配的な権 限.をワシ ン トンの連邦準備制度理事会
総裁 に対 して譲 り渡 したので あ る。そ してこの機関 は合衆 国財務省 長官 ヘ ン
リー ・モーゲ ンソーの国家.介入主義 的政策 の強力 な影響下に置かれた。モーゲ
ンソーに とってはニュー ヨー クの国際 的な大銀行が1929年の10月の株 式大崩落
及 びそれ に引 き続 く大不況 の主要 な責任者 なのであ って,か れは完全雇用 と国
民福祉 のための鍵 を銀行及 び金融制 度の国家管理 に見 ているのであ った。「私
は当時世界の金融セ ンターを ウォール ・ス トリー トおよび シテ ィ ・オブ ・ロ ン
ドンか らワシン トンに移 し,国 際的 な金融関係を完全に新たな基礎 の上 に打 ち
立 てよ うと思 っていた。」 とモー ゲンソーは後年あ るイ ンタヴューに対 して答
えてい る鋤D
BIS,このJ.P.モルガ ンの活発 な援助 によ って設 立された機 関 につい ては,
ヘ ンリー ・モーゲ ンソー は一顧だ に しなか った。.工935年の秋 に三ユーヨー ク連
邦準備銀行総裁 の ジョー ジ ・ハ リソンがバーゼルに向か おうと した時,モ ーゲ





ン ソ ー は こ の 旅 行 を 禁 じた の で あ る3㌔ これ に 対 して ア メ リ カ 人 のBIS総 裁 で
あ る レ オ ン ・フ レー ザ ー は 彼 の 辞 任 を 宣 言 レ フ ァ ー ス ト ・ナ シ ョナ ル ・バ ン
ク ・ オ ブ ・ニ ュ ー ヨ ー ク 副 総 裁 と し て ウ ォ ー ル ・.スト リ ー ト.に帰 っ て き た 。
バ ー ゼ ル で の 彼 の 後 任 に は オ ラ ン ダ 人 の ヴ ィ ル ヘ ル ム ・バ イ ヤ ンWilhelm
Beyenが就 任 した 。
宥和のための一手段
1937年5月以来在職 していたチ ェンバ レン首相 の もとで のイギリス保守党政
府 の ヨーロ ッパ政策 は,第 三帝国 との均 衡 とい う特徴 の もとにあった。 この考
え方 の精神 はチェ ンバ レンか ら大変 歓迎 され た1938年の ヴ ァン ・ジー ラン ド
vanZeelandによ る報告書 に例 としてよ く表れ ている。前 のベ ルギー首相のパ
ウル ・ヴァン ・ジー ラン ドPaulvanZeelandがイギ リス政府 とフラ ンス政府
の委託 に応 じて書 いた報告書 は,世 界経済恐慌の克服は とりわ け議会主義的,
民 間資 本主義 的民主主義諸 国で ある フラ ンス,イ ギ リス,ア メ リカ合 衆国 と
フ ァシズム的,国 家資本主義的独裁諸国であ る ドイツ及びイ タリア とのあいだ
の相互の信頼 の再建 に求 め られ る,と い う考 え方を代 表 している。 そ してこの
再接近の過程 において ヴァン.・ジーラ ン ドは,国 際連盟か らの ドイツ と.イタ リ
アの脱退の後 でなお枢軸諸 国 との間で定期的な コンタク トがで きる唯一 の国際
機 関で あるBISに重 要な役割 を与 えるのであ る。
対独 宥和 政策 の典型例 として今 日なお チェ ンバ レ.ンとフラ ンス首 相の ダラ
デ ィエの1938年の ミュンヘ ン会談 における ヒ トラーの要求への譲歩が通 用 して
いる。 ドイツによるチ ェコスロバキアの.一部(ズ デー テ ンラン ド)の 占領へ の
同意 とひきかえ に.イギ リス とフ ランスは残 りのチ ェコス ロバ キアだ けで な く
ヨーロ ッパ の平和 を も確保 す ることを希望 したのであ る。両方 とも幻想 であっ
た。 とい うの もヒトラー は戦争 を決意 していたか らであ る。 ミュンヘ ンでのイ
ギ リスとフ ランスの チェコ スロバキ アへ の裏 切 りはBISに よ るひとつ の 「後
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奏曲」 によって補われた。1939年3.月15日ミュンヘ ン協定 を破 って ヒトラーが
チェコスロバ キアの残 りの地域 も占領 した時,BISは プラハか らひとつの電報
を受 け取 った。 ドイ ツ国防軍に占領されたチ ェコスロバキ.ア国立銀行が,BIS
の名義で ロ ン ドンの.イングラン ド銀行 に保管 してい るチ ェコの通貨準備の23.1
トンの金 を ドイツ ・ライヒスバ ンクに移転す るように求めて きたので ある。3
月24日BISの銀行部 門は彼 らの帳簿 におい てこの業務 を遂行 し,こ れを もっ
て 「侵略者」 ヒ トラーにロ ン ドンにあ るチ ェコス ロバキアの通貨準備 を引 き渡
したのである蜀。
チェコスロバキアの金
このチ ェコ スロバ キアの金のτ一件が1939年5月19日にな っては じめてイギ リ
スの新聞 に突然現れたoFinancialNewsとDailyTe且egraphがチェコスロバキ
ア国立銀行の一人の幹部か らこの情報 を匿名で さ りげな く与え られたので ある。
この幹 部 はイ ングラ ン ド銀 行 とフ ランス銀行 が,公 衆が これ を聞 き知れ ば,
チェコスロバキ アの金 の ヒ トラーへの引 き渡 しを妨 げるであろ うとい う幻想 を
持 っていだ5:h。これにたい して この事件 は イギ リスの新聞で も大陸 ヨー ロ ッパ
の新 聞で も大 きな反響 を引 き起 こ した。 コメンナー ターたちは,イ ギ リスにお
けるチェコス ロバ キアの全 資産の ブロ ックがBISに 対 して なぜ適 用 され ない
か と問 うていた。.イギ リス首相チ ェンバ レンは下院 において最初の うちは新 聞
の誤報であ るかの よ.うなあいまいな逃 げ口上で ことを済 まそ うと試みていたが,
一ト.院議 員 の執拗 な質問の圧力 の もとで この金 の.BISからライ ヒスバ ンクへ の
移転が実際.に起 こった ことを認 めた。[.新聞の誤報か ら政府 の悪 夢へ」 とい う
タイ トルの も とでBIS批 判者パ ウル ・ア インッ ィッヒPaulEinzigはFinan-
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は この金 の等価 を 白山 に使 うことがで きた。 これ はBISの発達 した金決済制
度 のおかげで.ロ∫能 にな ったので あ る。法的 にはこの制 度は,「ハァ グ協定 の署
名 者は戦時 にお いて も平時 において もBISに保管 した金 のあ らゆ る移転制 限
や没収 をお こなわ ない とい う義務 を負 う」 とい うBIS原則 の第10条に基づ い
てい る。 この決済の技術 的な基礎 は,BISがバーゼ ルにおいて諸 中央銀行のた
め に導入 した物 理的に統 一された金 口座 と,BISが様 々な場所 において維持 し
て いる物理 的な金保管庫 との,結 合 であ る。 こ うしたBISの 金保 管庫 は,あ
るいはベル ンのスイス国立銀行 の 中にあ り,あ るいはロ ン ドンのイ ングラ ンド
銀行 の中にあ り,あ るい はニ ュー ヨ」 ク連邦準備銀行 の中に,あ るいは また ア
ムステルダムのオラ ンダ銀行 の中にある。 それ に加 えてなおい くつかの よ り小
規模 な金保管庫が他 にあ る。BISはバーゼ ルのセ ン トラルバー ン ・シュ トラー
セの自身の業務場 所 には何 らの金 も保管 してい ない。なぜな らそ こには金保 管
のため の空間 もない し,金 の延べ棒 の測定や厳密な検査のための技術 的な設備
も置いていないのであ る。BISの金決済 システムは国際的な支払 いの往来 にお
ける金の物理 的な輸送 を金[座 システム上の単純な帳簿書 き換 えによって補完
してい るので ある。1939年3月末に ロン ドンか らライ ヒスバ ンクのため にベ ル
リンに向けて流れ込んだ,あ のチ ェコス ロバキアの金 の金価値 の移動のため に
は,バ ーゼルでの単な る帳簿の書 き換 えで十分で あったのであ る。
